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IT パスポート試験合格講座 Strategy & Management 01 

 

 ̧ 経営・組織 

 

1. 経営〔              〕 

企業が活動する際に指針となる基本的な考え方であり、企業の存在意義や価値

観などを示したもの。 

 

2. 経営〔              〕 

企業の将来の方向を示したビジョンを具現化するための意思決定計画であり、長

期・中期・短期の別に策定されるもの。 

 

3. 経営〔              〕 

企業が競争優位性を構築するために活用する資源であり、一般的に人・物・金・

情報で分類されるもの。 

 

4. 〔 C                    〕 

企業活動において経済的成長だけでなく、環境や社会からの要請に対し、責任

を果たすことが、企業価値の向上につながるという考え方。 

 

5. グリーンIT 

PC やサーバ、ネットワークなどの情報通信機器の省エネや資源の有効利用だけ

でなく、それらの機器を利用することによって社会の省エネを推進し、環境を保護

していくという考え方。 

 

6. 〔 O             〕 

現在担当している業務の実践を通じて、業務の遂行に必要な技術や知識を習得

させる教育訓練の手法。 

 

7. 〔             P 〕 

事業継続計画。大規模な災害などによって、企業活動を支える重要な情報システ

ムに障害が発生したような場合でも、企業活動の継続を可能にするために、あら

かじめ策定する計画。 

 

http://rakupass.com/itpassport/


IT Passport 

Copyright © ラクパス All Rights Reserved. 

 
 2 / 48 

8. 〔             P 〕 

社員のキャリア形成を支援する計画やプログラム。 

 

9. 〔                       組織 〕 

業務を専門的な機能に分け、各機能を単位として構成する組織。 

 

10. 〔                       組織 〕 

製品、地域などを単位として、事業の利益責任をもつように構成する組織。 

 

11. 〔                       組織 〕 

製品や機能などの単位を組み合わせることによって、縦と横の構造をもつように構

成する組織。 

 

12. 〔                       組織 〕 

ある問題を解決するために必要な機能だけを集めて一定の期間に限って結成し、

問題解決とともに解散する組織。 

 

13. 〔 C        O 〕 

最高経営責任者。 

 

14. 〔 C        O 〕  

最高執行責任者。 

 

15. 〔 C        O 〕 

最高財務責任者。 

 

16. 〔 C        O 〕 

最高情報責任者。経営幹部の役職のうち、情報システムを統括する最高責任者。 

 

 ̧ 分析手法 

 

17. 〔         ダイアグラム 〕（PERT、Program Evaluation and Review Technique） 

作業を矢線で、作業の始点／終点を丸印で示して、それらを順次左から右へとつ

なぎ、作業の開始から終了までの流れを表現した図。 
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18. 〔                  図 〕 

ソフトウェアの設計品質には設計者のスキルや設計方法、設計ツールなどが関係

する。品質に影響を与える事項の関係を整理する場合に用いる、魚の骨の形に

似た図形の名称。 

 

19. 〔                  図 〕 

分類項目別に分けたデータを件数の多い順に並べた棒グラフで示し、重ねて総

件数に対する比率の累積和を折れ線グラフで示した図。 

 

20. レーダチャート 

放射状に伸びた数値軸上の値を線で結んだ多角形の図。 

 

21. 〔                  図 〕 

二次元データの値を縦軸と横軸の座標値としてプロットした図。 

 

 ̧ 会計・財務 

 

22. 〔                          表 〕 

企業の一定時点における財務状態を表示したもの。 

 

23. 〔                          表 〕 

親会社が、子会社を含めた企業集団の決算日における資産と負債、純資産を対

比して示すことによって、企業集団の財政状態を表す連結財務諸表。 

 

24. 〔                          書 〕 

一会計期間における経営成績を表示したもの。 

 

25. 〔                          書 〕 

一会計期間における現金収支の状況を表示したもの。 

 

26. 損益分岐点を求める計算式 

損益分岐点売上高＝固定費÷(1－変動費率) 

変動費率＝変動費÷売上高 
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27. 売上総利益を求める計算式 

売上総利益＝(売上高)－(売上原価)  

 

28. 営業利益を求める計算式 

営業利益＝売上総利益－(販売費および一般管理費) 

  

29. 経常利益を求める計算式 

経常利益＝営業利益＋営業外利益－営業外費用  

 

30. 会計〔           〕人 

企業が作成する計算書類などを監査する者。 

 

31. 〔 R            〕 

自己資本利益率。自己資本に対して、どれだけの利益を生み出したかを表す指

標。 

 

32. 〔 R            〕 

総資産利益率。株主だけでなく、債権者も含めた資金提供者の立場から、企業が

所有している資産全体の収益性を表す指標。 

 

33. PER(Price Earnings Ratio) 

株価収益率。現在の株価が、前期実績または今期予想の 1 株当たり利益の何倍

かを表す指標。 
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IT パスポート試験合格講座 Strategy & Management 02 

 

 ̧ 知的財産権 

 

1. 〔                    権 〕 

著作物を作った人に認められる知的財産権。著作物とは、思想または感情を文章

や音、絵などで創造的に表現したもの。 

 

2. 〔                    権 〕 

著作者が自身の著作物について有する人格的利益を守る権利。 

 

3. 〔                    権 〕 

著作者の財産的な利益を保護する著作権。複製権、翻訳権、上映権、演奏権、

放送権や二次著作物の利用権などがある。譲渡や相続ができる。 

 

4. 著作権法 

知的財産としての権利の帰属を規定している法律。原稿がない即興の講演であっ

ても著作権は、講演者に帰属する。法人の発意に基づき、その法人の従業員が

職務上作成するプログラムの著作権は、別段の定めがない限り、その法人が著作

者となる。 

 

5. 〔                    権 〕 

知的財産権のうち、新しい技術、新しいデザイン、ネーミングなどについて独占権

を与え、模倣防止のために保護したり、取引上の信用を維持したりするための４つ

の権利。これらの権利は、特許庁に申請して登録されることで、独占的に使える権

利が認められる。 

 

6. 〔                    権 〕 

自然法則を利用した技術的思想に基づいた発明の権利を保護する産業財産権。 

コンピュータを活用して新しいビジネスモデルを構築した場合などに、ビジネスモ

デル特許として認められる場合もある。 

 

7. 〔                    権 〕 

製品によって実現されたアイディアなどの権利を保護する産業財産権。 

http://rakupass.com/itpassport/
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8. 〔                    権 〕 

文字や図形、記号、立体的形状などで表した商品のマークなどの権利を保護する

産業財産権。 

 

9. 〔                    権 〕 

物の形状や模様、色彩などで表した商品のデザイン、製品を収納するパッケージ

のデザインなどの権利を保護する産業財産権。 

 

10. クロスライセンス 

特許の権利者同士がそれぞれの所有する権利に関して、相互にその使用を許諾

すること。 

 

11. パブリックドメインソフトウェア（Public Domain Software） 

著作者が著作権を主張しないことを宣言していて、著作者に断ることなく、コピー

や改変を自由に行うことのできる無料のソフトウェア。 

 

12. 〔                    法 〕 

営業秘密を保護する法律。他社に損害を与える目的で、他社のサービス名と類

似したドメイン名を取得して使用するような行為を禁止している法律。 

 

13. 〔       ＆        〕 

自社にない技術を有する企業を吸収合併することによって、その企業が有する特

許を得ること。 

 

 ̧ セキュリティ・労働・取引 

 

14. 〔                    法 〕 

パスワードを使って保護されているサーバに、ネットワーク経由で他人のID とパス

ワードを使ってログインすることなどを禁じている法律。他人のID とパスワードを、

本人の許可なく、その利用方法を知っている第三者に教えることも禁じられている。 

実際に被害が発生しなくても、不正アクセス行為をするだけで違反となる。 

 

15. 〔                    法 〕 

訪問販売や通信販売などのトラブルが生じやすい取引において、消費者を保護

するために、事業者が守るべきルールを定めた法律。 
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16. 〔                    法 〕 

従業員の賃金や就業時間、休暇などに関する最低基準を定めた法律。 

 

17. 〔                    法 〕(PL 法／Product Liability) 

正しい使い方をしていても消費者に危険がある製品を製造・販売をした者の責任

を問い被害者を保護することを目的とした法律。 

 

18. 〔                    法 〕 

個人が特定できる情報を取得する際には個人情報の利用目的を通知し、その利

用目的を超えて取り扱ってはならないことや、あらかじめ本人の同意を得ないで、

個人データを第三者に提供してはならないことなどを規定した法律。 

 

19. 公益通報者保護法 

国民生活の安心や安全を損なうような企業の法令違反行為の事実を、労働者が

同法で定められた通報先に通報した場合、その労働者は同法によって解雇など

の不利益を受けないよう保護される法律。 

 

 ̧ ガイドライン・標準化 

 

20. システム管理基準 

組織が経営戦略と情報システム戦略に基づいて情報システムの企画・開発・運

用・保守を行うとき、そのライフサイクルの中で効果的な情報システム投資及びリス

ク低減のためのコントロールを適切に行うための実践規範。 

 

21. 〔 コ                          ス 〕 

企業の目的に適合した経営が行われるように、経営を統治する仕組みのこと。 

 

22. 〔 コ                    経営 〕 

企業倫理に基づき、ルール、マニュアル、チェックシステムなどを整備し、法令や

社会規範を遵守した企業活動を行うこと。 

 

23. 〔 デ                         〕 

投資家やアナリストに対して、投資判断に必要な正確な経営情報を適時に、かつ

継続して提供すること。 
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24. 〔                     〕 

工業や科学技術に関して、国際標準化機構が定めた規格。 

 

25. 〔                     〕 

ISOなど国際的な規格との整合性に配慮し、鉱工業の分野ごとに製品の種類・形

状・構造などに関して日本工業規格として定めた規格。 

 

26. JIS Q 〔         1 〕／ISO 〔         1 〕 

品質に関するマネジメントシステムの規格。品質とは「本来備わっている特性の集

まりが要求事項を満たす程度」と定義されている。 

 

27. JIS Q 〔         1 〕／ISO 〔         1 〕 

環境マネジメントシステムの規格。 

 

28. JIS Q 〔         1 〕／ISO・IEC 〔         1 〕 

情報セキュリティマネジメントシステムの規格。 

 

29. 〔                              ド 〕 

特定の企業やグループなどが採用した仕様が広く使用されるようになり、事実上

の業界標準になったもの。 

 

30. 〔                 コード 〕 

流通システムや販売情報システムなどで用いられている商品コード。 

 

31. 〔                 コード 〕 

上下左右どの方向からでも、コードを読み取ることができる二次元コード。 
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IT パスポート試験合格講座 Strategy & Management 03 

 

 ̧ 経営戦略 

 

1. 〔       BO 〕 

経営権の取得を目的として、経営陣や幹部社員が親会社などから株式や営業資

産を買い取ること。 

 

2. LBO（Leveraged Buyout） 

買収先企業の資産を担保にした借入れによって、企業を買収すること。 

 

3. 〔       BO 〕 

株式公開買付。経営権の取得や資本参加を目的として、買い取りたい株数、価格、

期限などを公告して不特定多数の株主から株式市場外で株式を買い集めること。 

 

4. 〔        O 〕 

事業に必要な資金の調達を目的として、自社の株式を株式市場に新規に公開す

ること。 

 

5. 〔                  〕分析 

企業がもつ強み（Strength）及び弱み（Weakness）、企業を取り巻く外的環境に潜

む機会（Opportunity）及び脅威（Threat）を分析することによって、企業活動の今

後の方向性を導き出すための手法。 

 

 機会 脅威 

 

╖ 

強みを活かして、チャンスをもの

にする積極戦略。 

強みを活かして、脅威を避ける差

別化戦略。 

 

╖ 

弱みを克服して、チャンスを掴む

改善戦略。 

弱みをコントロールして最悪のシ

ナリオを避ける回避・縮小戦略 

 

  

http://rakupass.com/itpassport/


IT Passport 

Copyright © ラクパス All Rights Reserved. 

 
 10 / 48 

 

6. 〔                              〕 

財務の視点、顧客の視点、業務プロセスの視点、学習と成長の視点から企業の業

績をバランスよく評価・分析するための手法である。 

 

7. CSF(Critical Success Factor) 

経営計画で設定した目標を達成するための最も重要な要因。 

 

8. 〔 K                  〕 

企業目標の達成に向けて行われる活動の実行状況を計るために設定する重要な

指標。 

 

9. 〔 P                   〕 

縦軸に市場成長率、横軸に市場占有率をとったマトリックス図を4 つの象限に区

分して分析する手法。分析対象となる製品や事業を、金のなる木（cash cow）、花

形（star）、負け犬（dog）および問題児（problem child）に分類する。 

 

〔花形〕 

市場の成長と高い占有率によっ

て大きな売上がもたらされるが、

競争力維持のために継続的な投

資を必要とする。 

〔問題児〕 

市場は成長しているが占有率が低

く、今後の収益の柱となる事業に育

てるために積極的な投資を必要とす

る。 

〔金のなる木〕 

市場占有率が高く、事業拡大の

ための積極的な投資を必要としな

いので、収益源となる。 

〔負け犬〕 

市場の成長率及び市場占有率がと

もに低く、長期的なビジネスの期待を

掛けられないので、撤退も検討しな

ければならない。 

 

10. 〔                   〕経営 

自社の事業を〔                   〕に集中させる経営戦略の考え方。

〔                   〕とは、他社には容易に真似ができない、自社の核

となる価値を生み出す独自の技術や能力のこと。 
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11. RFM分析 

スーパーマーケットに来店する客の来店頻度や購入金額を分析する場合などで

用いる分析手法。Recency(最近の購入日)、Frequency(頻度と回数)、Monetary(合

計の購入金額)を用いて、顧客の購買行動を分析する手法のひとつ。 

 

12. 〔                                  ス 〕 

製品（Product）、価格（Price）、流通（Place）、販売促進（Promotion）の四つを構成

要素とするマーケティング手法。企業は、売上高の拡大や市場占有率の拡大など

のマーケティング目標を達成するために、4Pと呼ばれる四つの要素を組み合わせ

て最適化を図る。 

 

13. 〔                            〕戦略 

企業を、市場における競争上の地位によって分類し、考察する経営戦略の手法。 

 

V リーダ 

消費者へ新しい商品や使い方を提案し、市場規模の拡大を図るとともに品ぞ

ろえを拡充しシェアを維持・拡大する。 

 

V 〔                   〕 

リーダ企業がまだ強化していない地域や分野を攻略するなどの施策を採る。

リーダ企業と対決することもあるが、下位企業のシェアを奪うこともある。 

 

V フォロワ 

市場における自社の実力を見極め、リーダ企業に追従することによってシェア

よりも安定的な利益確保を優先する。 

 

V 〔                   〕 

上位企業が狙わない特定市場を攻略する。限られた経営資源を集中し、その

市場における優位性を確保・維持する。 

 

14. 3C 分析 

組織を取り巻く環境を分析するときに使われる手法のひとつ。3C は、顧客

（Customer)、自社（Company)、競合（Competitor）の頭文字。 
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15. 〔                   〕分析 

経営に影響を与えるマクロ環境を分析する手法のひとつ。 

Politics（政治）、Economy（経済）、Society（社会）、Technology（技術）の4 分野に

ついて、外部環境がもたらす自社への影響を考える。 

 

16. 〔 プ           〕戦略 

メーカの販売促進策で、メーカから小売業者へ働きかけるプロモーションのこと。 

 

17. 〔 プ           〕戦略 

メーカの販売促進策で、メーカから消費者へ働きかけるプロモーションのこと。 

 

18. 〔 ア                     〕 

技術力や販売力など、自社で不足している経営資源を他社との提携によって補

完する。 

 

19. BPO(Business Process Outsourcing) 

自社の業務処理の一部を外部の事業者に任せる経営手法。 

 

20. バリューエンジニアリング 

自社の活動が顧客にとって最終的にどのような価値を生み出し、それは顧客を満

足させられるかという観点から企業活動をデザインする手法である。商品やサービ

スの価値を機能とコストの関係で分析し、価値を向上させる手法。 

 

21. 〔 ロ                      ル 〕現象 

インターネットショッピングは、販売に必要なコストが少ないので、売上高の小さな

商品を数多く取り扱うことによって利益を上げられること。 

 

22. 〔 ナ                            ト 〕 

組織に所属する個人の経験やノウハウを文書化して蓄積することで、日常の業務

に対応するとともに、新たな組織活動に活かす手法や考え方。 
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IT パスポート試験合格講座 Strategy & Management 04 

 

 ̧ 技術開発 

 

23. MOT（Management of Technology） 

技術を理解している者が企業経営について学び、技術革新をビジネスに結びつ

けようとする考え方。 

 

24. 〔 イ                          〕 

「新結合」や「新機軸」という意味。製品の品質を向上する革新的な製造工程を開

発する「プロセスイノベーション」と独創的かつ高い技術を基に革新的な新製品を

開発する「プロダクトイノベーション」に分けることができる。 

 

25. 技術ロードマップ 

企業や産業界の技術戦略のために、研究開発のマイルストーンを示す指針であり、

事業戦略に基づいた技術開発戦略などに利用される。 

 

26. 〔                     ス 〕 

顧客に価値をもたらし、企業にとって競争優位の源泉となる、競合他社には模倣

されにくいスキルや技術を指すもの。 

 

27. 〔 コ                     〕化 

他社商品が追随してきたなどの原因により、機能の差別化が失われ、特徴のない

製品やサービスとして扱われるようになり、最終的に低価格化競争に陥ってしまう

状態。 

 

28. 〔                       キング 〕 

業務改善のための課題を洗い出し、既にその課題に取り組んでいる最良の他社

から学んで、自社に適用する活動。 

 

29. 〔 O           〕 

相手先の商標やブランドで製品を製造し、供給すること。 
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30. ODM（Original Design Manufacturing） 

製品の設計、試作、製造を一括して生産受託するサービスのこと。 

 

31. 〔 S           〕 

製品の企画から製造、販売までの機能を垂直統合した製造小売業のこと。 

 

32. 〔 M           〕 

製品を生産するために必要となる部品や資材の量を計算し、生産計画に反映さ

せる資材管理手法のこと。 

 

33. 〔 S           〕 

生産、販売、物流など個々のプロセスの不要な在庫の削減やリードタイムの短縮

によって、プロセス全体の最適化を図る手法。調達から製造、物流、販売までの一

連のプロセスを改善し、納期、コストの最適化を図ることができる。 

 

34. オフショアアウトソーシング（Offshore Outsourcing） 

アウトソーシング形態のひとつで、外部委託を海外の業者へ行うこと。 

 

35. 〔                 レス 〕 

自社では工場を持たずに製品の企画を行い、他の企業に生産委託する企業形

態。 

 

36. TQM（Total Quality Management） 

品質に関する活動を手順化・文書化・記録化することによって、品質の保証と顧客

満足の向上を図ること。 

 

37. QC サークル（Quality Control Circle） 

現場で発生している問題を解決するために、関連する職場の人々がチームを作り、

計画を立てて改善を進めていく活動。職場のメンバでグループを作り、職場内で

発生する様々な問題を継続的に解決すること。 

 

38. 方針管理 

経営トップの目標を事業部、部、課などの目標に順次展開し、それを実施計画に

つなげて目標達成のために継続的な改善を進めていくTQC（Total Quality 

Control）／TQM の活動。 
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39. 〔 シ                     マ 〕 

対象とする業務の品質を数値化し、そのばらつきを抑制することによって、業務品

質を改善する手法。 

 

 ̧ 経営管理システム 

 

40. 〔 H          M 〕 

人事労務管理。組織が従業員に対して行う、人事管理や労務管理などの活動。 

 

41. 〔 イ                        〕 

膨大な決定を素早く的確に行うために総合的判断力を高めるための教育・訓練の

方法。本来の意味は「決裁書類を入れる未決箱」である。 

 

42. 〔 ダ                  シティ 〕 

本来の意味は「多様性」であり、多様な価値観を組織運営に取り込むことによって、

新たな価値の創造やパフォーマンスの向上につなげようとする経営手法。 

 

43. 〔 E           〕 

生産・販売・調達・経理・人事といった全社の業務を統合的に管理し、企業全体の

経営資源の最適化を図るために構築する情報システム。 

 

44. 〔 C           〕 

顧客情報やコンタクト履歴などをデータベース化し、顧客からの質問や要望に迅

速に対応できるようにして顧客との良好な関係を築くことによって、継続的に利益

をもたらす優良な顧客の確保を目的とするもの。 

 

45. 〔 データ                    〕 

データベースに蓄積されている大量のデータに対し、統計やパターン認識などの

手法を用いることによって、認識されていなかった規則性や関係性を導き出す技

術。 

 

46. バスケット分析 

コンビニエンスストアに来店する客が、一緒に購買する商品を分析するなど、ショ

ッピングカートに同時に入っている商品を分析したデータを、販売などに活用しよ

うとする手法。データマイニングのひとつ。 
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47. アクセスログ分析 

Webサイトの閲覧回数、サイト内での移動履歴などを基に、閲覧者の行動を分析

する手法。 

 

48. 〔 B           〕 

生産、販売、物流などの業務全体の効率や生産性を改善するために、業務内容

や手続を根本的に見直して再構築を行う。 

 

49. イノベータ理論 

商品購入の態度を新商品購入の早い順に五つに分類した、普及に関する理論。 

 

V イノベータ（Innovators） 

冒険的で率先して当該商品を購入する層。 

 

V 〔 オ                          ダ 〕／アーリーアダプタ 

比較的早期に自らの価値判断で当該商品を購入し、後続する消費者層に影

響を与える層。新商品の市場への浸透において重要であるといわれている。 

 

V ブリッジピープル／アーリーマジョリティ（Early Majority） 

比較的慎重であり、早期購入者に相談するなどしてから当該商品を追随的に

購入する層。 

 

V フォロワーズ／レイトマジョリティ（Late Majority） 

多くの人が当該商品を利用していることを確認してから購入する層。 

 

V ラガード（Laggards） 

流行や世の中の動きに関心が薄い伝統主義者。最も保守的な層。 
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IT パスポート試験合格講座 Strategy & Management 05 

 

 ̧ ビジネスシステム 

 

1. 〔           I 〕 

人工知能。コンピュータに知的な活動をさせ、人間がもっている認識や推論など

の能力を、コンピュータでも可能にすることを目的とする研究と技術。 

 

2. CDN(Content Delivery Network) 

サーバへの負荷分散を行うことで、デジタルコンテンツをインターネットで配信する

ために最適化されたネットワーク。 

 

3. 〔 S           〕 

蓄積された知識やノウハウを組織全体で共有し、営業活動の効率と管理水準の

向上を図る仕組み。 

 

4. 〔                   カード 〕 

商品購入やサービス利用時に提示することによって代金決済ができる後払い方

式のカード。 

 

5. 〔                   カード 〕 

銀行ロ座からリアルタイムに代金を直接引き落として決済できるカード。商品購入

時に、代金が金融機関の預貯金口座から即時に引き落とされる方式。 

 

6. 〔                   カード 〕 

あらかじめ利用可能金額が記録されている使い切り型の前払い方式のカード。 

 

7. 〔 ク                             ング 〕 

インターネットを通じて、不特定多数の人から資金提供の投資や協力などを集め

ることで、目的の事業や企画を実現する仕組み。 

 

8. トレーサビリティ（Traceability） 

肉や魚に貼ってあるラベルをよりどころに生産から販売までの履歴を確認できるな

ど、追跡可能な状態にしていること。経過を明らかにできること。 

http://rakupass.com/itpassport/
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9. 〔                    〕 

携帯電話機や家電などで用いられる2.4GHz帯を使用する無線通信の標準化規

格。 

 

10. 〔           み 〕システム／エンベデッドシステム （Embedded System）  

電子レンジ、エアコン、テレビ、ゲーム機、カーナビなどの家電製品に内蔵される、

機器の特定の機能を実現するための専用化されたハードウェアやソフトウェアで

構成されるシステム。 

 

11. リアルタイム性 

組込みシステムに求められる特性のうち、与えられた時間で一定の処理を完了さ

せなければならないこと。定められた時間で一定の処理を完了する性質。 

 

12. 〔 J         〕 

工程間の仕掛品や在庫を削減するために、必要なものを必要なときに必要な数

量だけ後工程に供給することを目的として、全ての工程が後工程からの指示や要

求に従って生産する方式。 

 

13. 〔           〕生産方式 

ベルトコンベア方式による分業型の流れ作業ではなく、ひとつの製品を一人の作

業者だけで組み立てる多品種少量生産向きの生産方法。 

 

14. FMS（Flexible Manufacturing System、フレキシブル生産システム） 

コンピュータによって数値制御された工作機械、自動搬送装置、倉庫などを有機

的に結合し、コンピュータで集中管理することで多品種少量生産に対応できる生

産の自動化を実現する方法。 

 

15. 〔 C        D 〕 

コンピュータ支援設計。製品の設計にコンピュータを利用し、設計作業の生産性

や信頼性の向上を図る仕組み。 

 

16. 〔 C        M 〕 

コンピュータ支援製造。コンピュータを利用して工作機械を制御することで、製造

作業の精度や効率を高める。 
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17. センシング（Sensing） 

センサーを利用して、光学的な情報、空間の情報、時間などに関わる情報などを、

定量的な信号に置き換える装置や技術。 

 

18. BTO（Build To Order） 

製品を完成品ではなく部品の形で保存しておき、顧客の注文を受けてから、注文

内容に応じた製品を組み立てる生産方式。 

 

19. 〔 コ                          〕エンジニアリング 

製品開発のライフサイクルにおいて、技術開発や製品の機能設計、ハードウェア

設計、試作、製造準備といった作業工程のうち、同時にできる作業は並行して進

めることで開発期間を短縮する手法。 

 

 ̧ e‐ビジネス 

 

20. CGM(Consumer Generated Media) 

個人が、自らが使用した商品などの評価に関する情報を、不特定多数に向けて

発信するブログやSNSなどのWebサイト。 

 

21. 〔      to      〕 

電子商取引のうち、オークションサイトでの取引など、消費者がメーカや小売店以

外の個人から商品を購入する形態。 

 

22. B to E 

企業が自社の従業員に対し、インターネットを利用した社員向けの福利厚生、教

育などのサービスを提供すること。 

 

V B は Business（企業・組織）の頭文字。 

V E は Employee（従業員）の頭文字。 

V G は Government（政府・行政機関）の頭文字。  

V O は Onlineまたは Offlineの頭文字。 

 

23. 〔 ア                     〕 

個人のホームページなどに企業の広告やWebサイトへのリンクを掲載し、誘導実

績に応じた報酬を支払う成功報酬型広告。 
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24. 〔 S             〕 

利用者がインターネットでキーワード検索したときに、特定のWebサイトを一覧の

より上位に表示させるようにする工夫のこと。検索エンジン最適化。 

 

25. 〔                  〕広告 

検索キーワード連動型広告。検索サイトでキーワードを入力して表示された検索

結果のページに、入力したキーワードに関連する広告が表示される仕組み。 

 

26. バナー広告 

Webページの一部に表示された広告用の画像をクリックすると、広告主が用意し

たページが表示される。 

 

27. ポップアップ広告 

Webサイトを閲覧している際に、自動的に新しい別のウインドウが開いて広告主の

広告が表示される仕組み。 

 

28. 〔 ディジタル                     〕 

商業施設や街頭、駅などの公共空間で、平面ディスプレイやプロジェクタなどの電

子的な表示機器を使って情報を発信する電子看板。 

 

29. 〔                     〕メール 

あらかじめ受信者からの同意を得て、受信者の興味がある分野についての広告を

メールで送るインターネットを利用した広告。 

 

30. 〔               〕 

参加者がお互いに友人、知人などを紹介し合い、社会的なつながりをインターネ

ット上で実現することを目的とするコミュニティ型のサービス。 
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IT パスポート試験合格講座 Strategy & Management 06 

 

 ̧ 情報システム戦略 

 

1. 〔                     戦略 〕 

経営戦略に基づいた情報システム全体のあるべき姿を明確にして、組織としての

情報システム全体の最適化方針を決定する方針。 

 

2. 〔      o       〕 

コンピュータなどの情報通信機器だけでなく様々なものに通信機能をもたせ、イン

ターネットに接続することによって自動認識や遠隔計測を可能にし、大量のデー

タを収集・分析して高度な判断サービスや自動制御を実現すること。 

 

3. M to M（Machine to Machine） 

倉庫の在庫状況を遠隔監視したり、製造機器を集中制御したりするなど、機械と

機械が通信ネットワークによって情報を交換することにより、自律的な判断で制御

や動作を行うこと。 

 

4. ロボティクス（Robotics） 

AI（人工知能）、IoT、センシング技術などを応用して、ロボットの設計や製作、制

御や運転に関する研究を行うロボット工学。 

 

5. 〔 E     〕 

企業の業務と情報システムの現状を把握し、目標とするあるべき姿を設定して、全

体最適を図る手法。業務とシステムの最適化を図る。業務体系、データ体系、適

用処理体系、技術体系の四つの主要概念から構成される。 

 

6. 〔 S            〕 

サービスというコンポーネントからソフトウェアを構築することによって、ビジネスの

変化に対応しやすくしようとするサービス指向アーキテクチャ。 

 

7. DOA（Data Oriented Approach） 

データ中心アプローチ。データの扱いから考えてシステム設計を行う手法。 

 

http://rakupass.com/itpassport/
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8. UML（Unified Modeling Language） 

業務の流れを、図式的に記述することができるモデリング手法。 

 

9. 〔 D            〕 

対象業務の処理過程と情報の流れを表すために用いられる図表。プロセス間で

受け渡されるデータの流れの視点から、業務やシステムを分析するために用いる

モデリング手法。 

 

10. 〔 E        〕図 

エンティティ（実体）とエンティティ間の関係（リレーション）を整理して表現できる実

体関連図。 

 

11. 〔                           ング 〕 

業務プロセスの一部を外部の業者に委託すること。 

 

12. 〔 B            〕 

従業員が私的に保有する情報端末を業務に利用すること。 

 

13. グループウェア 

スケジュール管理などの情報共有機能を持ち、ネットワーク上で共同作業の場を

提供することによって、組織としての業務効率を高めるツール。 

 

14. ワークフローシステム 

社内の決裁申請手続の迅速化と省力化を狙いとして導入するシステム。 

 

15. 〔 シ                       ン 〕 

システムの動作や実験結果などを、他のシステムによって模擬すること。 

 

16. BPM（Business Process Management） 

業務の流れをプロセスごとに分析整理し、問題点を洗い出して継続的に業務の流

れを改善する業務プロセス。 

 

17. 〔 B            〕 

企業の業務効率や生産性を改善するために、既存の組織やビジネスルールを抜

本的に見直して、再構築する業務プロセス。 
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 ̧ ソリューションビジネス 

 

18. 〔                           ング 〕 

ソフトウェアやデータベースを、ネットワークを通じて利用する方式や考え方。 

 

19. 〔          P 〕 

インターネットに接続できる通信回線を提供する事業者、またはサービス形態。 

 

20. MSP（Management Services Provider） 

サービス提供事業者が、ほかの企業の情報システムに関する企画や開発、運用、

管理、保守業務を行うサービス。 

 

21. 〔          P 〕 

サーバ上のアプリケーションソフトウェアを、インターネット経由でユーザに提供す

る事業者、またはそのサービス形態。 

 

22. 〔              S 〕 

ユーザが利用するサービスという視点から、ソフトウェアの必要な機能だけを必要

時に、ネットワーク経由で提供するサービス。 

 

23. 〔              S 〕 

サーバ、ネットワーク、ストレージ、OSなど、アプリケーションを稼働させるための環

境を提供するサービス。 

 

24. DaaS（Desktop as a Service） 

デスクトップ仮想化。個 の々デスクトップ環境を、集中管理されているサーバ上に

構築して、ネットワーク経由で利用できるサービス。 

 

25. SI（System Integration） 

ユーザの要求に合わせて最適なシステムを設計し、構築、運用、保守、更新まで

の作業を統合して提供するサービス。 

 

26. 〔 E             〕 

電子データ交換。自社と得意先の間で、見積書や注文書などの商取引の情報を

ネットワーク経由で相互にやり取りする仕組み。 
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27. 〔                  ング 〕 

サービス提供事業者が、利用者の通信機器やサーバを自社の建物内に設置し運

用するサービス。 

 

28. 〔                  ング 〕 

専門業者の通信設備やサーバの一部を利用者が利用できるサービス。 

 

29. 〔 オン                  〕 

ユーザ自身が情報システムを自社で導入して、管理・運用する形態。 

 

30. BI(Business Intelligence) 

ビジネスに関わるあらゆる情報を蓄積し、その情報を経営者や社員が自ら分析し、

分析結果を経営や事業推進に役立てるといった概念。 

 

31. 〔               データ 〕 

日々生成される多様で膨大なデータのこと。さまざまな分野で活用が進んでいる。 

 

32. データウェアハウス（Data Ware House） 

物流や販売などの部門ごとに散在していた、過去から現在までの全社のデータを

統合して管理することによって、経営戦略の立案に役立てる仕組み。 

 

33. 〔 ディジタル                      〕 

PCやインターネットなどのIT を利用する能力や機会の違いによって、経済的・社

会的な格差が生じること。 

 

34. 情報リテラシ（Information Literacy） 

PCを利用して、情報の整理・蓄積や分析などを行ったり、インターネットなどを使

って情報を収集・発信したりする、情報を取り扱う能力。 
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 ̧ システム企画 

 

1. 〔 ゲー                     ン 〕 

ゲームのメカニズムを社会的に活用すること。コンピュータゲームで特徴的に培わ

れてきたノウハウを現実の社会活動に応用することの総称。 

 

2. 〔 ソ                      ル 〕 

ソフトウェア開発において、ソフトウェアの企画立ち上げから廃棄に至る一連の流

れ。［企画］→［要件定義］→［開発］→［運用］→［保守］の5 つのプロセスから構成

される。 

 

3. 〔                  〕プロセス 

システム構築において、システム化しようとする対象業務の問題点を分析し、実現

すべき課題や優先順位を定義するプロセス。システム構想の立案では、経営要求、

課題の確認などが行われ、システム化計画の立案では、全体開発スケジュールの

検討、導入の費用対効果の予測などが行われる。 

 

4. 〔                  〕プロセス 

システム構築において、システムに関係する利害関係者のニーズや要望、制約事

項を定義するプロセス。システムに対する制約条件や業務要件について、関係者

の合意を得る。 

 

5. 業務要件（Business Requirements） 

要件定義プロセスの初期の段階において定義される内容であり、システム構築や

ソフトウェア開発において、システム化の対象となる業務の流れを整理したもの。 

 

6. 〔                  〕プロセス 

システム構築において、システムの応答時間や処理時間の評価基準を設定する

プロセス。システム方式の設計と評価を行い、システム要件に照らして最適化され

たソフトウェアの要件が決定される。 
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7. 〔 調                 〕） 

システム構築に必要なものを必要に応じて取りそろえること。基本的な流れは、

［情報提供依頼］→［提案依頼書の作成と配付］→［選定基準の作成］→［ベンダ

企業からの提案書および見積書の入手］→［提案内容の比較評価］→［調達先の

選定］→［契約締結］→［受入れ・検収］である。 

 

8. 〔 R            〕 

情報提供依頼書。供給業者（ベンダ）に対して、情報収集のための情報提供依頼

を行い、将来のシステム開発に向けて、技術動向調査書など、最適な先進技術に

関する情報を入手するための文書。 

 

9. 〔 R            〕 

提案依頼書。ベンダに提案書の提示を求め、発注先を適切に選定するための文

書。発注先の候補となるベンダに具体的なシステム提案を行うよう要求することを

目的として、依頼元の企業が作成する。 

 

10. 〔               書 〕 

ベンダ企業が、RFP を基にシステム構成、開発手法などを検討して作成し、依頼

元に対して提案する文書。 

 

11. 〔               書 〕 

システムの開発、運用、保守などにかかる費用を示す文書。取引先の選定や発注

内容の確認にとって重要である。 

 

12. 〔             〕（Acceptance Inspection） 

ベンダからの納品物が要求した仕様どおりであるかの確認を行うこと。 

 

13. 〔 N               〕 

秘密保持契約。 

 

14. 〔 バ                    マネジメント 〕 

製品やサービスの付加価値が、どの事業活動で生み出されているかを分析して、

価値の連鎖を企業経営に取り入れようとする手法。 
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 ̧ ストラテジ系の計算問題 

 

［例題1］ 

次の条件で、製品X を製造する。部品Y、部品Z の歩留りが表のとおりであるとき、製

品 X を300個製造するために必要な部品Y の原材料投入量〔  a  〕は何kg か。こ

こで、製品X の歩留りは100％で、部品は全て新規に製造するものとする。 

 

〔製品X の製造条件〕 

1. 1 個の組立て製品X は、3 個の部品 Y 及び 1 個の部品 Z で構成されている。 

2. 部品 Y 及び部品 Z は、それぞれの原材料から製造して用いる。 

3. 部品 Y 及び部品 Z は、原材料1kgから1 個製造することができる。 

 

部品種類 原材料投入量 歩留り 部品の完成数 

Y 〔  a  〕kg 90％ ---  

Z 600kg 50％ 300個 

 

ア 225     イ 250     ウ 900     エ 1,000 

 

［例題1 の解き方］ 

(1)  問題文の〔製品X の製造条件〕から、製品X には、部品Y は 3 個、部品Z は 1 個

が必要であることが判る。 

(2)  ここから、製品X を300個製造するためには、部品Y は（300個×3 個＝）900個、

部品 Z は（300個×1 個＝）300個が必要であることが判る。 

(3)  問題文の〔製品X の製造条件〕から、部品Y は原材料 1kgから1 個製造すること

ができることが判る。 

(4)  問題文の表から、部品 Y の歩留り（不良品ではなく、正常に作れる割合）は 90％ 

なので、原材料投入量〔  a  〕kg×0.9（歩留り90％）＝900個であることが判

る。 

(5)  1,000×0.9＝900なので、空欄である原材料投入量〔  a  〕kg に当てはまるの

は、〔                          〕である。 

 

答：〔       〕 
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［例題2］ 

ある企業の損益計算書が表（単位は百万円）のとおりであるとき、この会計期間の経常

利益は何百万円か。 

 

売上高 

売上原価 

〔利益A〕 

販売費及び一般管理費 

〔利益B〕 

営業外収益 

営業外費用 

〔利益C〕 

特別利益 

特別損失 

〔利益D〕 

法人税等 

 当期純利益 

10,000 

5,000 

---  

4,600 

---  

1,200 

1,000 

---  

30 

50 

---  

230 

350 

 

ア 400     イ 580     ウ 600     エ 5,000 

 

［例題2 の解き方］ 

(1)  経常利益を求める計算式：経常利益＝営業利益＋営業外収益－営業外費用 

(2)  利益 A は、売上高 10,000－売上原価 5,000＝売上総利益〔       〕である。 

(3)  利益 Bは売上総利益〔   〕－販売費及び一般管理費4,600＝営業利益〔   〕。 

(4)  利益 C が経常利益である。〔      〕＋営業外利益 1,200－営業外費用 1,000

＝〔        〕になる。 

なお、利益D は税引き前当期純利益で「経常利益〔        〕＋30－50＝580」

である。 

₡       ₢ 
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1. 〔                要件 〕 

システム開発で定義される、必ず満たさなければならない機能に関する条件。例

えば、データの構造、種類、処理の内容、出力の方法や形式など。 

 

2. 〔                要件 〕（Non- Functional Requirement) 

システム開発で定義される機能要件以外の要件。例えば、可用性、性能・拡張性、

運用・保守性、移行性、セキュリティ、環境・エコロジーなど。 

 

3. 品質特性 

ソフトウェアの品質を評価する基準。ISO/IEC の規格ではソフトウェアの品質特性

モデルとして、下記の6 つの特性を挙げている。 

 

(1) 〔               性 〕(Functionality) 

必要な機能の実装程度。合目的性（Suitability）、正確性（Accuracy）、相互運

用性（Interoperability）、機密性（Security）、標準適合性（Compliance）。 

(2) 〔               性 〕(Reliability) 

ある状況がある時間続いたときにソフトウェアがどの程度機能するかに影響す

る特性。障害許容性（Fault Tolerance）、回復性（Recoverability）など。 

(3) 使用性（Usability） 

利用するのにかかる手間、個人の努力などに影響する特性。理解性

（Understandability）、習得性（Learnability）、運用性（Operability）など。 

(4) 〔               性 〕(Efficiency) 

ソフトウェアの性能や要するリソース量の影響度。時間効率性（Time 

Behavior）、資源効率性（Resource Behavior）など。 

(5) 〔               性 〕(Maintainability) 

変更を加えるときに必要な労力の特性。解析性（Analyzability）、変更性

（Changeability）、安定性（Stability）、試験性（Testability）など。 

(6) 〔               性 〕（Portability） 

別の環境への移植のしやすさ。環境適応性（Adaptability）、設置性（Install 

ability）、共存性 (Co- existence) 、置換性（Replaceability）など。 
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4. 〔              設計 〕（基本設計、概要設計） 

要件定義に基づいて、ユーザに提供する機能、ユーザインターフェース、レイアウ

ト、フォーマットなどを決定する工程。 

 

5. 〔              設計 〕（Internal Design） 

外部設計で決定された要件を、どのような構成で、どのようにシステムを動作させ

て実現するかを決定する工程。 

 

6. プログラミング（Programming） 

プログラム言語によって、目的とする処理のためのソースコードを作成（コーディン

グ）する工程。動作のテストやデバッグなどの作業を含む場合もある。 

 

7. コーディング（Coding） 

プログラム言語、ハードウェア記述言語、マークアップ言語などで、コンピュータが

処理できるソースコードを作成する工程。 

 

8. 〔 コンパ                 〕 

高水準プログラミング言語のソースコードを、機械語のロードモジュール（実行ファ

イル）に変換する言語プロセッサ。この変換作業をコンパイル（Compile）と呼ぶ。 

 

9. 〔                   グ 〕 

プログラムの欠陥を取り除く修正作業。プログラムの欠陥のことを、虫を意味する

バグと呼ぶとことに由来している。 

 

10. 〔                  ボックステスト 〕 

プログラム仕様書通りに動作することを検証するテスト。システムへの入力と出力

結果のみを検証するテストであり、黒箱試験とも呼ばれる。 

 

11. 〔                  ボックステスト 〕 

内部設計での仕様書の通りに動作することを検証するテスト。プログラムや単体の

モジュールにおける単体テストとして実施され、白箱試験とも呼ばれる。 

 

V 分岐網羅 

プログラムの全ての分岐経路を少なくとも1 回実行するようにテストケースを作

成するテスト方法。 
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V 〔        値分割 〕（Equivalence Partitioning） 

出力結果が同じであると考えられるデータを入力するテスト省力化の方法。 

V 〔            値分析 〕（境界値分析、Boundary Value Analysis） 

「合格の60点、不合格の59点」など、出力結果が変化するデータの境界であ

ると考えられるデータをテストケースとして入力するテスト省力化の方法。 

V 原因結果グラフ（Cause- Effect Graphing） 

複数の入力データと出力データを視覚化された関係グラフを、組み合わせ論

理回路としてテストケースに用いるテスト方法。 

 

12. コードレビュー（Code Review） 

複数の開発者がソースコードの体系的な査読・評価を行う工程。 

 

13. 〔             テスト 〕 

プログラムの内部設計書に基づいて、プログラムがモジュール単位で正しく動作

するかをホワイトボックステストによって確認する工程。 

 

14. 〔             テスト 〕 

単体テストに合格した複数のモジュールを組み合わせて動作させ、モジュール間

のインタフェースを確認する工程。ドライバを使って下位のモジュールから結合す

るボトムアップテスト、スタブを使って上位のモジュールから結合するトップダウン

テスト、モジュールをすべて組み合わせるビッグバンテストなどがある。 

 

V ドライバ（サンプルドライバ／コントローラ） 

上位モジュールの代わりに用いる代用品の総称。 

V スタブ (Stub) 

モジュールが呼び出す下位モジュールの代わりに用いる代用品の総称。 

 

15. 〔                   テスト 〕 

要件定義で決められた機能や性能が漏れなく備わっているかを確認する工程。

機能テスト、性能テスト、操作性テスト、サブシステムの結合テスト、耐障害性テスト、

負荷テスト、耐久テスト、例外処理テストなどが行われる。 

 

16. 〔            テスト 〕（Operations Test） 

システムの利用者が、実際の業務に沿った環境でテストを行うことで、実際の稼働

か可能か否かを確認する工程。 
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17. 〔       帰テスト 〕（退行テスト、リグレッションテスト、Regression Test） 

システムやプログラムを変更・修正した場合に、その作業によって、今まで正常に

機能していた部分に不具合などの影響が出ていないかを確認する工程。 

 

18. 〔            テスト 〕 

完成したシステムが、必要な機能や要求した性能を実際に満たしているか否かを、

システムの利用者が確認する工程。 

 

19. ソフトウェア〔        守 〕 

システムの運用を開始した後に、構成の変更や不具合の修正、機能の追加やソ

フトウェアのバージョンアップなどに対応するための作業。 

 

20. 〔                        法 〕 

ソフトウェアの見積り方法のひとつ。プログラムを記述するソースコードの行数を基

に、ソフトウェアの開発規模を算出する手法。 

 

21. 〔                        法 〕 

ソフトウェアの見積り方法のひとつ。外部入出力や内部ファイルの数と難易度の高

さから論理的にファンクションポイントを設けて、開発規模を算出する手法。 

 

22. 〔                        法 〕 

ソフトウェアの見積り方法のひとつ。過去に経験した類似の開発における経験や

データを基にして、開発規模を算出する手法。 
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 ̧ ソフトウェア開発管理技術 

 

1. 〔                        モデル 〕 

ソフトウェア開発プロジェクトにおいて、上流工程から順に工程を進めることにして、

要件定義、システム設計、詳細設計の工程ごとに完了判定を行い、最後にプログ

ラミングに着手するソフトウェア開発モデル。 

 

2. 〔                        モデル 〕 

システム開発の早い段階で試作品を作成し、利用者の意見を取り入れながら要求

や仕様を確定する手法。開発初期の段階で利用者の要求事項を明確にできる。 

 

3. 〔                        モデル 〕 

改良及び機能追加を繰り返すことによって利用者の要求の変動に柔軟に対処し

たシステム開発を行う開発モデル。サブシステムごとに開発プロセスを繰り返し、

利用者の要求に対応しながら改良していく。 

 

4. 〔                      エンジニアリング 〕 

既存の製品を分解し、解析することによって、その製品の構造を解明して技術を

獲得する手法。 

 

5. 〔                      エンジニアリング 〕 

製品の開発から生産に至る作業工程において、同時にできる作業を並行して進

めることによって、期間を短縮する手法。コンカレント（Concurrent）は「同時の、一

致の」という意味。 

 

6. アジャイルソフトウェア開発 

設計とプログラミングを何度か行き来し、トライアンドエラーで改良していく手法。ア

ジャイル（Agile）は「機敏な、素早い」という意味。 

 

7. 〔 イ                     〕 

人間がプログラム言語で記述したソースコードを、コンピュータが実効できる形式

に 1 行ずつ変換しながらプログラムを実行していく方式。 

http://rakupass.com/itpassport/
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8. 〔 オ                 指向 〕 

プログラム開発の方法のひとつ。データとデータに関する処理をひとつのまとまり

として管理し、そのまとまりを組み合わせて開発する方法。 

 

〔参考〕 

各オブジェクトに共通するデータの型をまとめて定義したものをクラスと呼び、上位

のクラスの属性を下位のクラスが引き継ぐことを継承と呼ぶ。オブジェクトに外部か

らメッセージを送れば機能するので、利用に際してその内部構造や動作原理の詳

細を知る必要はない。 

 

9. 〔 共                 ム 〕 

事業者間などで用語やその意味する内容が異なっていることを想定し、相互の理

解を助けるための共通の物差しを提供するための規格。 

 

10. 〔 C              〕 

能力成熟度モデル統合。システム開発組織におけるプロセスの成熟度を5 段階

のレベルで定義したモデル。 

 

〔参考：成熟度レベルの特性〕 

V レベル1 初期状態 

混沌とした、いきあたりばったりで、一部の英雄的なメンバ依存の状態。

成熟したプロセスを導入する際の、出発点のレベル。 

V レベル2 管理された状態 

反復できる状態。プロジェクト管理・プロセスの規則の存在、反復してプロ

セスを実行できるレベル 

V レベル3 定義された状態 

制度化された状態。プロセスが標準ビジネスプロセスとして明示的に定義

され関係者の承認を受けているレベル。 

V レベル4 定量的に管理された状態 

制御できる状態。プロセス管理が実施され、さまざまなタスク領域を定量

的に制御しているレベル。 

V レベル5 最適化している状態 

プロセスを定量的に改善する状態。継続的に自らのプロセスを最適化し

改善しているレベル。 
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 ̧ マネジメント系の計算問題 

 

［例題 1］ 

インタフェースを一つだけもつモジュールが6 個ある。これらのモジュールが相互に結

合できるかを試験したい。1 組のモジュールの結合テストに4 時間を要するとき、全て

の組み合わせのテストに合計何時間掛かるか。 

 

ア 20 

イ 24 

ウ 60 

エ 120 

 

［例題 1 の解き方］ 

(1)  モジュールが6 個で、自分自身との組み合わせることはないので、組み合わせる

モジュールは5 通りである。 

計算すると、〔       個×     通り＝      通り 〕の組み合わせになる。 

(2)  例えば、「モジュールA とモジュールB」の組み合わせと「モジュールB とモジュー

ル A」の組み合わせは同じなので、30通りの組み合わせを半分にする。計算する

と、 

〔         通り÷2＝          通り 〕の組み合わせになる。 

(3)  1 組のモジュールの結合テストに4 時間を要するので、全ての組み合わせのテスト

に掛かる時間は、〔         通り×       時間＝        時間 〕であ

る。 

 

答：〔       〕 

 

［例題 2］ 

プロジェクトメンバA、B、C の 3 者間で、直接一対一のコミュニケーションをする場合に

は、A～B 間、B～C 間、C～A 間の三つの伝達経路が存在する。7 人でコミュニケーシ

ョンする場合の伝達経路は最大で幾つになるか。 

 

ア 7  

イ 14 

ウ 21 

エ 42 
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［例題 2 の解き方］ 

(1)  7 人がそれぞれコミュニケーションする場合、自分自身とのコミュニケーションは数

えないので、相手は〔        人 〕である。 

組み合わせは〔                                   〕になる。 

(2)  例えば、「A さんとB さん」の組み合わせと「B さんとA さん」の組み合わせは同じな

ので、42通りの組み合わせを半分にする。

〔                                  〕の組み合わせになる。 

 

答：〔       〕 

［例題 3］ 

ある作業を6 人のグループで開始し、3 ヶ月経過した時点で全体の50％が完了してい

た。残り2 ヶ月で完了させるためには何名の増員が必要か。ここで、途中から増員する

メンバの作業効率は最初から作業している要員の70％とし、最初の6 人のグループの

作業効率は残り2 ヶ月も変わらないものとする。 

 

ア 1 イ 3 ウ 4 エ 5 

  

［例題 3 の解き方］ 

(1)  6 人の要員が 3 ヶ月経過したので、ここまでの作業量は〔        人 〕×3 カ

月＝〔        人月 〕である。 

(2)  問題文に、この18人月は「全体の50％が完了」とあるので、残りの作業量も

〔      人月 〕である。 

(3)  6 人の要員で 3 ヶ月掛かった作業を2 カ月で完了させるので、〔      人月÷    

カ月＝     人〕が必要となる。すでに6 人いるので、増員するメンバは

〔       人 〕と考えられる。 

(4)  しかし、「増員するメンバの作業効率は最初から作業している要員の70％」なので、

3 人以上の労働力にするには、〔            人 〕のメンバが必要になる。 

 

  ₡     ₢ 
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IT パスポート試験合格講座 Strategy & Management 10 

 

 ̧ プロジェクトマネジメント 

 

1. 〔 P                K 〕 

プロジェクトマネジメントの知識を体系化したもの。プロジェクトマネジメント協会

(PMI)が発行する「A Guide to the Project Management Body of Knowledge」は、プ

ロジェクトマネジメントの世界標準として活用されている。 

 

V PMBOKガイド 

プロジェクトマネジメントの知識体系の国際標準。ソフトウェア開発を含む多様

なプロジェクトで適用できるマネジメントの基盤を提供している。第5 版では、

47個のプロセスを、幅広いプロジェクトに適用可能な5個の基本的なプロセス

群と10個の知識エリアに分類している。 

 

2. SWEBOK（Software Engineering Body of Knowledge） 

ソフトウェアエンジニアリングの知識を体系化したもの。ソフトウェアエンジニアリン

グに関する理論や方法論、ノウハウ、他の各種知識を体系的に整理している。 

 

3. 〔 プロジェクト                            〕 

責任者として、プロジェクト計画を立案し、必要となる要員や資源を確保し、計画し

た予算、納期、品質の達成について責任をもってプロジェクトを管理・運営する者。

プロジェクトの進捗を把握し、問題が起こらないように適切な処置を施す。 

 

4. 〔 プロジェクト                            〕 

プロジェクトの背景と目的、内容、期間、予算、組織、成果を示すものなど、これか

ら実施するプロジェクトの定義やルールを明記した文書。 

 

5. 〔 プロジェクト                                    (PMO) 〕 

組織全体のプロジェクトマネジメントの能力と品質を向上し、個々のプロジェクトを

支援することを目的に設置される専門部署。複数のプロジェクト間の調整や担当

要員の調整など、組織の共有資源の最適化を行い、プロジェクトマネージャを支

援する組織。 
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6. 〔 プロジェクト                            マネジメント 〕 

プロジェクト憲章作成、計画書作成、実行の指揮、マネジメント、作業の監視コント

ロール、統合変更管理、プロジェクト終結などを行うプロセス。PMBOKでは、（1）

プロジェクト計画の策定、（2）プロジェクト計画の実行、（3）統合変更管理の三つの

プロセスで定義している。 

 

7. 〔 プロジェクト                            マネジメント 〕 

スコープ計画、スコープ定義、WBS作成、スコープ検証、スコープコントロールな

どを行うプロセス。プロジェクトに必要な作業を、過不足なく抽出する必要がある。 

 

8. 〔 プロジェクト                            マネジメント 〕 

アクティビティ定義、アクティビティ順序設定、アクティビティ資源見積り、アクティビ

ティ所要期間見積り、スケジュール作成、スケジュールコントロールなどを行うプロ

セス。プロジェクトのスケジュールを作成し、進捗状況や変更要求に応じてスケジ

ュールの調整を行う必要がある。 

 

9. 〔 プロジェクト                            マネジメント 〕 

コスト見積り、コストの予算化、コストコントロールなどを行うプロセス。プロジェクトの

当初の予算と進捗状況から、費用が予算内に収まるように管理を行う必要がある。 

 

10. 〔 プロジェクト                            マネジメント 〕 

品質計画、品質保証、品質管理などを行うプロセス。目標とする品質を達成させる

ための活動によってもたらされる、手直しの減少や生産性の向上、ステークホルダ

の満足度の向上などの効果と、必要なコストを比較検討する必要がある。 

 

11. 〔 プロジェクト                            マネジメント 〕 

プロジェク卜の目的を達成するために、プロジェクトに参加する要員の役割と責任

と必要なスキルを決定し、参加時期も明確する知識エリアの活動。計画書の段階

で、プロジェクトメンバ全員が各自の役割と責任を明確に把握できるようにする必

要がある。 

 

12. 〔 プロジェクト                            マネジメント 〕 

コミュニケーション計画、情報配布、実績報告、ステークホルダーマネジメントなど

を行うプロセス。どのような報告をいつ、だれに対してどのような方法で行うか、プ

ロジェクトの開始時点で決めておく必要がある。 
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13. 〔 プロジェクト                            マネジメント 〕 

プロジェクトのリスクを識別し、対策案を検討する作業で、リスクマネジメント計画、

リスク識別、定性的リスク分析、定量的リスク分析、リスク対応計画、リスクの監視コ

ントロールなどを行うプロセス。 

 

14. プロジェクト調達マネジメント 

取得計画、契約計画、納入者回答依頼、納入者選定、契約管理、契約終結など

を行うプロセス。 

 

15. 〔 W                   〕 

プロジェクトマネジメントにおいて計画を立てる際に用いられる手法のひとつであり、

プロジェクト全体を細かい作業に分割し、階層化した構成図。システム開発の成

果物を作成するために必要なコストや所要時間を見積もることができ、それらが管

理できるレベルまで要素分解をすることが望ましい。 

 

16. 〔                    チャート 〕 

作業別に作業内容とその実施期間を棒状に図示しており、作業の予定と実績を

表現するのに適している図表。 

 

17. 〔 ア                                     〕 

作業項目の順序関係や依存関係を表すことができ、プロジェクトのスケジュール

作成において使用する図。 

 

18. 〔 ク                                 〕 

アローダイアグラムで表現されたプロジェクトの開始から完了に至る作業で、最も

所要時間が掛かる作業経路。この経路の作業が遅延すると、プロジェクトの完了も

遅延する。 

 

19. ベースライン（Baseline） 

計画された基準値のことで、実績と計画を比較することによって、プロジェクトの進

捗が順調か否かを判断できる。 

 

20. 〔 マ                         〕 

プロジェクト管理において、「設計レビューの開始日を設定する」など、プロジェクト

の進捗を管理するために途中で設ける節目。 
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21. インセンティブ（Incentive） 

望ましい行動を促進する仕組み。目標の達成に応じて支払われる報奨金のことを

指す場合もある。 

 

22. SPEC（Standard Performance Evaluation Corporation、標準性能評価法人） 

コンピュータシステムの性能評価を中立的な立場で行うために、各種ベンチマー

クテストの開発や評価結果を公開することを目的として設立された団体。 

 

23. 〔 T                 〕 

システム導入時に発生する費用と、導入後に発生する運用費・管理費の総額。シ

ステム導入時に発生するイニシャルコスト、システム導入後に発生するランニング

コストに分類される。 

 

24. コンティンジェンシー予備（Contingency Reserve） 

開発環境で機器が故障したときの機器の入替えに必要なコストなど、プロジェクト

において、予測はできるが発生することが確実ではないイベントの対策費用。 

 

25. 相互型コミュニケーション 

2 人以上の当事者間で複数方向に情報が交わされるコミュニケーションの形態。 

 

26. 〔 プ          型コミュニケーション 〕 

特定の人に情報を送信するコミュニケーションの形態。 

 

27. 〔 プ          型コミュニケーション 〕 

自分の意思で必要な情報にアクセスするコミュニケーションの形態。 

 



IT Passport 

Copyright © ラクパス All Rights Reserved. 

 
 41 / 48 

IT パスポート試験合格講座 Strategy & Management 11 

 

 ̧ IT サービスマネジメント 

 

1. 〔                                        〕 

IT に関するサービスを提供する企業が、顧客の要求事項を満たすために、良質

の IT サービスを実施および管理する活動。IT サービスプロバイダによって、人材、

プロセス、情報技術の適切な組み合わせを用いて実行される。 

 

2. 〔 IT サービスプ                             〕 

顧客に IT サービスを提供する会社・組織。 

 

3. 〔 IT サービスイ                            チャ 〕 

開発、テスト、提供、モニタリング、コントロール、サポートに必要とされるすべての

ハードウェア、ソフトウェア、ネットワークなど組織の主幹となる設備。 

 

4. 〔                〕 

サービスに対して費用を支払う人。非公式にはユーザの意味で使用されることが

ある。 

 

5. 〔                〕 

サービスを日常的に利用する人。一部の顧客はサービスを直接的には利用しな

いため顧客とは異なる。 

 

6. 〔 ス                        （利害関係者） 〕 

組織、プロジェクト、IT サービスなどに利害関係を持つすべての人々。活動、目標、

リソース、または成果物に対して利害関係を持つこともある。顧客、パートナ、従業

員、株主、オーナなどを含めることができる。 

 

7. 〔                      〕 

IT サービスを運用管理するための方法を体系的にまとめた成功事例（ベストプラク

ティス）を集めたフレームワーク。 
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8. PDCA 

Plan（計画）、Do（実行）、Check（点検・評価）、Act（処置・改善）の4 つのプロセス

を繰り返していくサイクル。継続的な取組みが、品質の改善には有効である。 

 

9. 〔 S               〕 

サービスレベル合意書。サービスの内容、提供範囲、要求水準に関する共通認

識をもつため、サービス提供者とサービス利用者との間で合意されたサービス内

容などの取決めを行う品質保証契約。 

 

10. 〔 S               〕 

サービスレベル管理。利用者と提供者が合意したサービスレベルを維持・改善す

るためのもの活動。 

 

11. 〔              性（アベイラビリティ） 〕 

IT サービスにおいて、合意したサービス時間中に実際にサービスをどれくらい利

用できるかを表す用語。 

 

12. 〔 保        〕 （Warranty） 

製品またはサービスが、合意された要件を満たすことに対する約束や請け合い。 

 

〔参考〕 Warranty／Guarantee／Compensation 

〔 保       〕は、「必ずこうする（こうなる）」ということを、将来に向けて請け合

う (≒約束する) こと。〔 保       〕は実際に何らかの行動・措置をとることで、

望ましい状態を実現・確保し、また侵害から保護すること。〔        〕は、損害

や出費を金銭などで補い償うこと。 

 

13. サービスカタログ 

サービス提供者が顧客向けに、提供中のIT サービスを一覧できるようにしたもの。

IT に詳しくない利用者にもサービス内容が理解できるようにするのが望ましい。 

 

14. 〔 サービス                  〕 

利用者に対する唯一の窓口として、どのような問合せにも対応することによってサ

ービスを確実に提供する部署。IT サービスの利用者からの問合せに対応する窓

口として、システムの操作方法などの問合せを電子メールや電話で受け付ける。 
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15. 〔 イ                 〕 

本来は「出来事」という意味。IT サービスマネジメントにおいては、サービス品質の

低下を引き起こす可能性のある現象のこと。 

 

16. インシデント管理 

インシデントの原因追究よりも正常なサービス運用の回復を優先させ、システムの

不具合の暫定的な回避策を実施し迅速な復旧を行うプロセス。 

 

17. 〔 エ                 〕 

ひとつまたは複数の構成アイテムやサービスの障害の原因となる設計上の欠陥ま

たは不具合。 

 

18. 〔               （Problem） 〕 

ひとつまたは複数のインシデントの未知の原因。未知の解決すべき対象。 

 

19. 問題管理 

インシデントの根本原因を追及し、再発を防止するプロセス。発生した問題の根本

原因を突き止めて、恒久的な解決策を提供する。 

 

20. 変更管理 

変更作業にともなうリスクを管理し、承認された変更を実施するための計画を立て、

確実に処理されるようにするプロセス。 

 

21. 〔 リ                管理 〕 

変更管理で承認された変更を、実際のサービス提供システムの稼働環境に適用

する変更作業を行うプロセス。変更が承認されたシステムに関する変更を実際に

行い、記録する役割を担う。 

 

22. 〔                 管理 〕 

組織で使用しているIT 資産を正確に把握して目的外の利用、不適切な使用をさ

せないようにする。ハードウェア、ソフトウェアといったIT 資産を網羅的に洗い出し、

IT 資産の管理台帳に記録し管理するプロセス。 

 

23. 構成管理データベース 

サービスやIT 資産の構成品目を管理するために作成するデータベース。 
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 ̧ ファシリティマネジメント 

 

24. 〔                            〕 

IT サービス提供のためのIT 機器類を設置しているデータセンタにおいて、機器

電源、建物への入退館など、物理的環境面での管理を責務とする活動。経営の

視点から、建物や設備などの保有、運用、維持などを最適化する手法。 

 

25. サーバラック 

データセンタなどの施設において、複数の機器類の保守性や設置効率を高める

ために使用するもの。 

 

26. セキュリティワイヤ 

ノート型PCなどの盗難を防止するためのケーブル。 

 

27. 〔 フ                        ス 〕 

個人に特定の席を割り当てずに共有の席を用意し、出社した従業員が空いてい

る席を使って仕事を行うオフィスの形態。 

 

28. 〔                S 〕 

無停電電源装置。供給できる容量には限界があるので、電源異常を検出した後、

数分以内にシャットダウンを実施する対策が必要。 

 

29. 自家発電装置 

コンピュータセンタで長時間の停電が発生した場合に、電力の供給を継続するた

めに利用する装置。 

 

30. 〔 N           〕 

秘密保持契約。秘密事項を第三者に開示しないものとする約束。 
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IT パスポート試験合格講座 Strategy & Management 12 

 

 ̧ システム監査 

 

1. 〔                監査 〕 

情報システムのリスクに対するコントロールが適切に整備運用されていることを検

証するための手段。組織体の情報システムに関わるリスク対策が適切に整備・運

用されているかを、独立的な立場で検証すること。計画に基づき、予備調査、本調

査および評価・結論の手順により実施しなければならない。 

 

2. 〔 システム                  〕 

組織体の情報システムを独立した専門的な立場で検証または評価する者。監査

計画の立案、予備調査、本調査、監査報告書の作成と提出、監査報告に基づく

改善指導等を行う。監査対象者と利害関係を有することは許されない独立性と専

門性が必要。 

 

3. 〔                監査 〕 

監査対象部門以外の自組織に属する者が、監査対象部門での業務がルールど

おり実施されているかを確認する作業。監査報告に基づく改善実施状況を把握し

て、その改善結果を評価する。 

 

4. 〔            監査           〕 

システム監査人が作成した、監査証拠に裏付けられた合理的な根拠に基づく報

告書。遅滞なく監査の依頼者に提出しなければならない。 

 

5. 監査証拠 

監査手続を実施して収集、または監査人の判断に基づいて評価された検証可能

な資料。 

 

6. 監査証跡 

監査人の監査意見を立証するために必要な事実。監査対象システムの入力から

出力に至る過程を追跡できる一連の仕組みと記録。 
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 ̧ 内部統制 

 

7. 〔                        ス 〕 

企業の目的に適合した経営が行われるようにする企業統治。経営者または取締

役会による企業の経営を、株主などの利害関係者が監督・監視する仕組み。 

 

8. 〔 I                        〕 

企業が、IT の企画、導入、運営および活用を行うに当たり、関係者を含む全ての

活動を適正に統制し、目指すべき姿に導く仕組みを組織に組み込む能力。 

 

9. 〔            統制 〕 

業務の有効性および効率性、財務報告の信頼性、不正を防止しリスクを低減する

法令遵守、資産の保全を達成するために、企業内のすべての者によって遂行さ

れるプロセス。（1）統制環境、（2）リスクの評価と対応、（3）統制活動、（4）情報と伝

達、（5）モニタリング（監視活動）、（6）ＩＴへの対応の６つの基本的要素から構成さ

れる。  

 

10. 統制環境 

組織の気風を決定し、統制に対する組織内のすべての者の意識に影響を与える

とともに、他の基本的要素の基礎をなし、リスクの評価と対応、統制活動、情報と

伝達、モニタリング、ＩＴへの対応に影響を及ぼす基盤。  

 

11. モニタリング 

内部統制が有効に機能していることを継続的に評価するプロセス。 

 

12. IT 環境 

組織が活動する上で必然的に関わる内外のＩＴの利用状況。社会および市場に

おけるＩＴの浸透度、組織が行う取引等におけるＩＴの利用状況、および組織が選

択的に依拠している一連の情報システムの状況等のことを指す。 

 

13. 〔 I                 〕 

内部統制システムのうち、IT を利用した部分。経営目標の達成に向けてIT をマネ

ジメントしていく組織内の仕組みのこと。IT に係る〔              統制 〕

や〔              統制 〕などに分類される。 
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14. 〔              統制 〕 

業務を管理するシステムにおいて承認された業務が全て正確に処理、記録される

ことを確保するための統制活動。 

 

15. 〔              統制 〕 

全社で共通に用いるシステム開発規程など、それぞれの業務処理統制が有効に

機能する環境を保証する統制活動。 

 

16. 職務
しょくむ

分 掌
ぶんしょう

 

内部統制の観点から、担当者間で相互けん制を働かせることで、業務における不

正や誤りが発生するリスクを減らすために、担当者の役割を決めること。 

 

 ̧ 期待値を求める計算問題 

 

[例題] 

翌年度であるX 年 4 月から開始されるプロジェクトのリスク対応計画を検討している。

表に示される四つのリスクが想定されている場合に、対応への優先順位が最も高いと

考えられるものはどれか。ここで、優先順位についてはリスクの発生確率と影響度を考

慮し、また同じ優先度であるならば対応期限が迫っているリスクをできるだけ早急に対

応するという評価を行うこととする。 

 

リスク 
想定される 

リスク顕在化の時期 
リスクの発生確率 

リスクが顕在化した 

場合の損失額 

リスク1 X＋1 年 4 月 1 日 0.6 6,000万円 

リスク2 X 年 7 月 1 日 0.4 9,000万円 

リスク3 X 年 7 月 1 日 0.1 1,000万円 

リスク4 X＋1 年 3 月 1 日 0.5 7,000万円 

 

ア リスク1  

イ リスク2 

ウ リスク3 

エ リスク4   
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[例題の解き方] 

リスク1～4 がそれぞれ顕在化
けんざいか

（隠れていたものが明らかになること）した場合について、

「リスクの発生確率」と「リスクが顕在化した場合の損失」を掛け算して、損失額の期待

値を計算する。期待値とは、不確定な要素を含む計算をする時に想定される値の平

均値のことである。 

 

V ꜞ☻◒ 1 ₡      ×                   ₢ 

V ꜞ☻◒ 2 ₡      ×                   ₢ 

V ꜞ☻◒ 3 ₡      ×                   ₢ 

V ꜞ☻◒ 4 ₡      ×                   ₢ 

 

上記の計算から、リスク1 とリスク2 が同額の期待値であることがわかる。 

 

次に、問題文に「同じ優先度であるならば対応期限が迫っているリスクをできるだけ早

急に対応するという評価を行う」とあるので、リスク1 とリスク2 の「想定されるリスク顕在

化の時期」を比較する。 

 

V リスク1  X＋1 年 4 月 1 日 

V リスク2  X 年 7 月 1 日 

 

上記を比較すると、リスク2 が顕在化する「X 年 7 月 1 日」の方が、リスク1 が顕在化す

る「X＋1 年 4 月 1 日」よりも早いことがわかる。「同じ優先度であるならば対応期限が迫

っているリスクをできるだけ早急に対応するという評価を行う」ので、対応への優先順位

が最も高いと考えられるものは〔 リスク           〕であるといえる。 

 

答：〔        〕 

 


